
「
館
」
の
な
い
ハ
ン
デ
ィ
を

乗
り
越
え
よ
う
！

箱
田
公
民
館

館
長

河
西

昌
美

箱
田
公
民
館
に
は
「
館
」
が
あ

り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
公
民
館
事
業

は
会
議
室
を
借
り
る
か
、
野
外
で

行
う
か
の
方
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

更
に
そ
の
事
業
を
地
域
住
民
に
ど

う
周
知
す
る
か
が
、
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
「
公
民
館
だ
よ
り
」
に

掲
載
し
回
覧
し
て
い
ま
す
が
、
回

覧
は
一
日
一
軒
回
る
と
し
て
も
、

十
五
軒
の
班
な
ら
十
五
日
間
か
か

り
ま
す
。
し
か
も
そ
の
問
合
せ
は

主
事
の
自
宅
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
事
務
所
ナ
シ
、
電
話

ナ
シ
、
コ
ピ
ー
機
ナ
シ
、
パ
ソ
コ

ン
ナ
シ
の
無
い
無
い
尽
く
し
の
公

民
館
の
苦
労
は
、
ひ
と
言
で
は
語

り
つ
く
せ
ま
せ
ん
。

し
か
し
「
泣
言
」
を
言
っ
て
い

て
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。
無
い
部
分

は
皆
で
知
恵
を
出
し
合
い
工
夫
し

て
補
完
し
て
い
く
し
か
道
は
あ
り

ま
せ
ん
。
例
え
ば
公
民
館
事
業
の

住
民
へ
の
周
知
は
、
職
員
が
自
治

会
の
役
員
会
を
は
じ
め
、
民
生
委

員
会
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
活
用
し
、
口
伝
え
で
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事

業
の
企
画
立
案
は
、
他
の
公
民
館

の
「
公
民
館
だ
よ
り
」
を
徹
底
的

に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
参
考
に
な
る
記

事
は
切
り
取
り
、
フ
ァ
イ
ル
す
る

と
と
も
に
、
資
料
を
取
り
寄
せ
保

存
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
等
は
、
ほ
ん
の
一
例
で
す

が
、
要
は
皆
で
知
恵
を
出
し
、
創

意
工
夫
し
て
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、

ど
ん
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
も
乗

り
越
え
ら
れ
る
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

現
在
、
期
待
の
第
一
中
央
生
涯

活
動
セ
ン
タ
ー
の
建
設
も
、
建
設

用
地
を
物
色
中
と
の
事
で
、
先
行

き
不
透
明
な
上
、
最
近
県
と
市
の

合
同
庁
舎
の
計
画
が
出
て
一
層
複

雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
「
館
」
の
な
い
公
民
館

と
し
て
、
暫
く
我
慢
我
慢
の
日
々

が
続
き
そ
う
で
す
が
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
こ
の
苦

境
を
乗
り
切
る
覚
悟
で
す
。

地
域
と
共
に
歴
史
を
刻
む

公
民
館
づ
く
り

江
南
公
民
館

館
長

前
川
美
佐
保

江
南
公
民
館
は
、
緑
豊
か
な
丘

陵
地
帯
に
位
置
し
、
う
ぐ
い
す
や

カ
ッ
コ
ー
の
声
、
蛍
飛
び
交
う
場

所
と
し
て
皆
様
方
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
「
広
げ
よ
う
！
地
域
の

ふ
れ
あ
い
！
安
心
・
安
全
」
を
テ
ー

マ
に
地
域
の
皆
様
の
心
身
の
健
康

増
進
と
ふ
れ
あ
い
の
場
の
提
供
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

素
朴
な
佇
ま
い
や
ど
こ
か
懐
か

し
い
風
情
の
あ
る
地
域
で
、
現
在

の
人
口
は
約
一
万
一
千
八
百
人
、

世
帯
数
は
五
千
六
百
二
十
八
世
帯

で
す
。

江
南
公
民
館
で
は
通
年
事
業
の

「
健
康
い
き
い
き
学
級
」
と
回
毎

に
参
加
を
募
る
「
美
萌
咲
」
が
あ

み

も

ざ

り
ま
す
。
ほ
か
に
も
学
習
団
体
を

講
師
と
し
て
の
事
業
、
地
区
内
に

あ
る
病
院
の
先
生
を
招
い
て
の
医

療
に
関
す
る
講
座
、
子
供
た
ち
と

そ
の
保
護
者
に
向
け
た
親
子
講
座
、

文
化
祭
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
等
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
事
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

江
南
地
域
は
、
考
古
資
料
と
し

て
貴
重
な
文
化
財
に
も
恵
ま
れ
、

日
本
最
古
、
２
番
目
、
３
番
目
に

古
い
板
碑
の
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
地
区
内
に
は
、
日
本
三
大

文
殊
の
一
つ
で
あ
る
文
殊
寺
が
あ

り
、
そ
の
付
近
で
『
踊
る
埴
輪
』

も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の

特
徴
を
生
か
し
た
講
座
も
多
く
取

り
入
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
江
南
公
民
館
で
は
、
小
江

川
自
治
会
の
荒
廃
地
解
消
を
目
的

と
し
た
桜
千
本
事
業
に
協
力
し
た

り
、
熊
谷
市
環
境
政
策
課
と
共
催

で
、
桜
の
見
ご
ろ
に
合
う
よ
う
期

待
し
、
そ
の
地
を
歩
く
里
山
ウ
ォ
ー

ク
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
江
南
公
民
館
は

地
域
と
連
携
し
憩
い
の
場
を
提
供

し
、
生
涯
学
習
を
勤
し
む
場
所
と

し
て
地
域
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る

よ
う
邁
進
い
た
し
ま
す
。

【
美
萌
咲
】
ミ
モ
ザ
の
花
の
よ
う

に
、
上
品
で
魅
力
あ
る
素
敵
な
人

に
な
る
た
め
の
学
級
講
座
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先
般
の
市
公
連
総
会
に
お
い
て
、

新
た
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
渡
辺

で
す
。
前
任
の
吉
野
会
長
様
は
本

会
の
組
織
の
活
性
化
に
大
変
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
任
と
し

て
責
務
を
完
遂
す
る
こ
と
は
不
安

な
点
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご

指
導
と
ご
協
力
を
戴
い
て
誠
心
誠

意
務
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

市
公
連
に
と
っ
て
重
要
な
テ
ー

マ
で
も
あ
り
ま
す
「
公
民
館
再
編
」

が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
四

月
現
在
、
埼
玉
県
内
に
は
二
百
九

十
六
の
公
民
館
が
存
在
し
ま
す
。

そ
の
中
で
熊
谷
市
の
公
民
館
数
三

十
五
館
は
飛
び
抜
け
て
多
く
、
二

位
の
川
越
市
の
十
八
館
の
二
倍
近

く
も
多
く
、
他
の
市
町
村
は
殆
ん

ど
十
館
前
後
の
状
況
で
す
。
つ
ま

り
我
々
熊
谷
市
の
公
民
館
は
他
市

町
村
に
比
べ
圧
倒
的
に
多
く
、
そ

れ
だ
け
市
内
全
般
に
公
民
館
が
配

置
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

人
々
に
有
効
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

先
般
発
表
さ
れ
た
人
口
動
態
統

計
に
よ
る
と
、
国
の
想
定
よ
り
十

五
年
ほ
ど
早
い
ペ
ー
ス
で
人
口
減

少
が
進
行
し
て
い
る
と
提
言
し
て

い
ま
す
。
熊
谷
市
も
対
応
を
追
わ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
「
公

民
館
再
編
」
も
そ
の
対
応
の
一
環

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

公
民
館
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
集
う
、
学
ぶ
、
結
ぶ
」
と
い
う

目
的
の
下
に
、
各
公
民
館
に
は
夫
々

に
長
い
歴
史
と
地
元
と
融
合
し
た

文
化
と
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
各
々

の
公
民
館
で
知
恵
を
出
し
合
い
、

地
域
の
活
力
増
進
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
新
し
い
編
成
に
対

応
し
た
公
民
館
づ
く
り
に
皆
様
の

更
な
る
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。公

民
館
連
合
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
公
民
館

活
動
の
推
進
に
御
尽
力
を
い
た
だ

き
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
度
、
貴
連
合
会
で
は

新
た
に
渡
辺
会
長
さ
ん
が
就
任
な

さ
い
ま
し
た
。
新
会
長
の
御
指
導

の
も
と
、
公
民
館
相
互
の
連
携
を

深
め
る
と
と
も
に
、
公
民
館
活
動

の
更
な
る
発
展
及
び
推
進
が
図
ら

れ
る
も
の
と
確
信
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
で
会
長
職
を
退

任
さ
れ
ま
し
た
吉
野
館
長
さ
ん
に

は
、
本
市
の
生
涯
学
習
活
動
の
推

進
に
多
大
な
る
御
尽
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
便
利
に
な
る

一
方
で
、
多
様
化
が
進
む
社
会
に

お
い
て
、
社
会
教
育
は
個
々
の
多

様
性
を
尊
重
し
、
社
会
全
体
を
豊

か
に
す
る
た
め
の
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

「
つ
ど
う
」
「
ま
な
ぶ
」
「
む
す

ぶ
」
の
役
割
を
担
い
、
地
域
活
動

の
中
心
と
な
る
公
民
館
に
寄
せ
ら

れ
る
期
待
は
非
常
に
大
き
い
も
の

と
存
じ
ま
す
。

生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
で
あ
る

公
民
館
に
お
い
て
、
中
心
的
な
役

割
を
担
う
皆
様
に
は
、
地
域
を
元

気
に
す
る
新
た
な
視
点
で
の
活
動

等
、
一
層
の
御
活
躍
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

結
び
に
、
貴
連
合
会
の
益
々
の

御
発
展
と
会
員
皆
様
の
御
健
勝
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
御
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

５
月
13
日
（
火
）
妻
沼
中
央
公

民
館
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
熊

谷
市
公
民
館
連
合
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
議
事
と
し
て
令
和

６
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、

及
び
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
・

予
算
・
役
員
等
が
審
議
さ
れ
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
令
和
７
年
度
役
員
】

会

長

渡
辺

正
（
玉
井
）

副
会
長

新
井
弘
一
（
大
原
）

副
会
長

岩
田
秀
夫
（
熊
谷
東
）

副
会
長

瀧
澤
繁
雄
（
上
石
）

各
ブ
ロ
ッ
ク
長

第
一

岩
田
秀
夫
（
熊
谷
東
）

第
二

前
澤
保
雄
（
星
宮
）

第
三

大
澤

清
（
新
堀
）

第
四

大
澤

勇
（
荒
川
）

第
五

岡

幸
江
（
大
幡
）

第
六

新
井
英
一
（
太
田
）

監

事

田
代
博
也
（
本
町
）

細
川
末
廣
（
桜
木
）

※
敬
称
略
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秦
村
大
字
俵
瀬
か
ら

秦

公
民
館

館
長

荻
野

俊
行

秦
と
い
う
地
区
名
は
、
明
治
二

二
年
の
町
村
制
施
行
に
よ
り
で
き

た
村
で
あ
る
。
荻
野
吟
子
が
東
京

本
郷
に
医
院
を
開
業
し
た
四
年
後

の
こ
と
で
あ
る
。

私
の
生
ま
れ
育
っ
た
俵
瀬
は
、

た
わ
ら
せ

寛
文
四
年
（
一
六
六
四
年
）
俵
島

か
ら
、
現
在
の
字
名
に
改
称
し
た
。

あ
ざ
め
い

水
場
で
あ
っ
た
た
め
か
、
字
地
は

い
ろ
は
歌
の
‘
を
’
迄
の
十
二
区

画
、
現
在
も
そ
れ
が
生
き
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
「
新
編
武
蔵
風
土
記
」

に
記
さ
れ
て
も
い
る
。
い
か
に
も

川
っ
淵
の
村
ら
し
い
の
で
、
こ
の

呼
び
方
が
大
好
き
で
あ
る
。

静
か
な
こ
の
村
に
、
思
い
も
よ

ら
ぬ
番
組
を
テ
レ
ビ
で
見
た
。
小

学
生
の
頃
で
記
憶
が
判
然
と
し
な

い
が
、
女
医
を
主
人
公
に
し
た
ド

ラ
マ
。
吟
子
の
こ
と
？
で
あ
れ
ば

二
度
目
の
出
会
い
だ
っ
た
。

三
度
目
は
昭
和
三
九
年
、
大
空

真
弓
主
演
の
吟
子
の
物
語
。
そ
う

い
う
凄
い
人
が
居
た
ん
だ
ぁ
、
く

ら
い
の
話
で
終
わ
っ
た
。
き
っ
と
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
夢
中
だ
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。

そ
の
後
、
北
海
道
・
瀬
棚
町
と

せ
た
な

の
交
流
や
秦
小
学
校
内
に
女
史
の

碑
が
建
立
さ
れ
、
町
を
挙
げ
て
の

顕
彰
が
始
ま
っ
た
。

け
ん
し
ょ
う

四
度
目
は
、
小
説
‘
花
埋
み
’

は
な
う
ず

を
渡
辺
淳
一
氏
が
発
表
。
こ
こ
で

吟
子
は
全
国
区
の
人
物
と
な
る
。

昭
和
四
五
年
刊
行
の
初
版
本
を

小
脇
に
抱
え
て
大
学
に
通
っ
た
。

大
学
卒
業
後
は
就
職
し
、
生
ま

れ
育
っ
た
俵
瀬
に
は
縁
遠
い
生
活

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

吟
子
を
知
っ
た
最
初
は
幼
少
時
、

そ
の
こ
ろ
、
咳
や
ク
シ
ャ
ミ
が
出

る
と
直
に
熱
が
出
て
し
ま
う
花
車

き
ゃ
し
ゃ

な
少
年
だ
っ
た
。
あ
る
日
の
こ
と
、

く
る
ま
や
（
荻
野
の
総
本
家
）
の

前
を
通
る
と
、
お
津
多
婆
さ
ん
が

「
技
量
づ
く
か
ら
こ
れ
を
食
っ
て

・

・

・

・

み
ろ
ぃ
」
勧
め
に
応
じ
て
食
べ
た
。

砂
糖
醤
油
で
焼
い
た
肉
？
で
フ
ン

ワ
リ
と
し
た
食
感
。
度
々
馳
走
に

な
っ
た
。
実
に
美
味
だ
っ
た
。

お
津
多
婆
さ
ん
は
話
好
き
で
、

い
ろ
ん
な
話
を
し
て
く
れ
た
。
中

で
も
興
味
深
か
っ
た
の
が
「
今
は

ね
ぇ
け
ど
な
、
女
で
医
者
様
に
な
っ

た
偉
い
人
が
い
た
ん
だ
」
続
け
て

「
四
軒
先
の
畑
ん
と
こ
だ
、
行
っ

て
み
ろ
ぃ
」

生
家
跡
は
、
苔
む
し
た
石
垣
が

少
々
確
認
で
き
、
北
に
延
び
て
い

た
。
そ
の
時
が
、
女
医
荻
野
吟
子

へ
の
思
い
を
馳
せ
た
最
初
。

令
和
六
年
三
月
三
日
、
俵
瀬
の

総
会
が
行
わ
れ
た
。
あ
る
長
老
が

「
昔
、
お
津
多
婆
さ
ん
と
何
か
食
っ

て
た
な
。
あ
れ
、
シ
マ
だ
で
」

・

・

【
技
量
づ
く
】
元
気
が
出
る

【
シ
マ
】
シ
マ
ヘ
ビ

三
つ
の
「
風
景
」
に
学
ぶ

桜
木
公
民
館

館
長

細
川

末
廣

桜
木
公
民
館
は
熊
谷
駅
の
荒
川

側
桜
木
小
学
校
区
の
曙
町
・
万
平

町
・
桜
木
町
の
地
域
に
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
は
北
か
ら
「
旧
中
山
道

と
八
丁
の
一
里
塚
」
「
旧
桜
堤
跡

と
万
平
公
園
」
「
新
桜
堤
と
荒
川
」

の
三
つ
の
「
風
景
」
が
あ
り
、
地

域
の
人
々
の
生
活
に
歴
史
と
潤
い

を
与
え
て
い
ま
す
。

「
旧
中
山
道
と
八
丁
の
一
里
塚
」

熊
谷
駅
東
の
踏
切
を
渡
る
と
久

下
に
繋
が
る
旧
中
山
道
が
あ
り
、

そ
の
途
中
の
曙
公
園
南
に
「
八
丁

の
一
里
塚
」
が
あ
り
ま
す
。

徳
川
家
康
が
江
戸
か
ら
の
道
一

里
（
四
㎞
）
ご
と
に
設
け
た
旅
の

目
印
、
休
憩
所
で
盛
土
に
榎
や
松

を
植
え
た
と
言
わ
れ
る
、
こ
の
塚

の
上
り
は
「
久
下
新
田
の
一
里
塚
」

下
り
は
「
新
島
の
一
里
塚
」
で
す
。

江
戸
後
期
の
浮
世
絵
師
「
英
泉
」

え
い
せ
ん

の
「
八
丁
堤
の
景
」
に
描
か
れ
、

当
時
の
様
子
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

「
旧
桜
堤
跡
と
万
平
公
園
」

旧
桜
堤
は
十
六
世
紀
後
半
、
鉢

形
城
主
の
北
条
氏
邦
が
荒
川
の
洪

う
じ
く
に

水
か
ら
町
を
守
る
た
め
築
堤
、

「
北
条
堤
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
江
戸
時
代
に
堤
が
増
設
さ
れ

久
下
ま
で
つ
な
が
り
、
桜
の
名
所

と
し
て
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
十
六
年
桜
堤
の
再
生
を
目

指
し
竹
井
澹
如
氏
や
町
民
に
よ

た
ん
じ
ょ

り
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
植
樹
し
、
明

治
の
末
に
は
「
一
目
千
本
」
と
言

わ
れ
る
桜
堤
と
な
り
ま
し
た
。

戦
後
、
こ
の
堤
は
崩
さ
れ
、
記

憶
の
中
の
桜
堤
と
し
て
残
っ
て
い

ま
す
。
幸
い
、
そ
の
一
部
が
万
平

公
園
の
北
側
に
五
つ
の
石
碑
と
共

に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
新
桜
堤
と
荒
川
」

戦
後
、
旧
桜
堤
に
か
わ
り
現
在

の
新
土
手
が
作
ら
れ
、
全
国
桜
百

選
に
入
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
桜

堤
に
な
り
ま
し
た
。

堤
の
南
は
秩
父
に
源
流
を
も
つ

荒
川
が
流
れ
、
こ
こ
か
ら
「
く
」

の
字
に
西
に
曲
が
り
東
京
湾
に
流

れ
て
い
ま
す
。
堤
と
荒
川
の
間
は

ラ
グ
ビ
ー
場
や
多
目
的
グ
ラ
ン
ド

が
あ
り
、
夏
に
は
花
火
大
会
が
開

か
れ
ま
す
。

今
、
荒
川
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」

計
画
が
始
ま
り
ま
し
た
。
川
を
身

近
に
感
じ
る
場
が
出
来
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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ふ
る
さ
と
に
学
ぶ

《荻野吟子記念碑・胸像》

《万平公園の桜堤風景》



地
域
住
民
の
学
習
、
交
流
、

活
動
の
場
を
め
ざ
し
て

玉
井
公
民
館

江
利
川
知
恵
子

玉
井
公
民
館
は
熊
谷
市
西
部
に

位
置
し
、
所
管
す
る
区
域
は
、
玉

井
・
久
保
島
・
高
柳
と
広
く
、
人

口
は
約
九
千
八
百
人
、
世
帯
数
は

四
千
世
帯
を
超
え
ま
す
。

公
民
館
事
業
に
つ
い
て
は
公
民

館
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
募
集
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
周
知
を

図
る
た
め
、
毎
月
、
毎
戸
配
布
で

の
発
行
を
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
学
級
講
座
と
し
て
は
、

旬
の
話
題
を
取
り
上
げ
た
「
タ
イ

ム
リ
ー
学
級
」
、
健
康
・
生
活
を

テ
ー
マ
と
し
た
「
ラ
イ
フ
ケ
ア
学

級
」
、
楽
し
く
生
き
る
こ
と
を
テ
ー

マ
と
し
た
「
ハ
ッ
ピ
ー
学
級
」
の

３
学
級
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
３
講

座
を
用
意
し
、
学
級
ご
と
に
参
加

者
の
募
集
を
か
け
て
い
ま
す
。

玉
井
公
民
館
の
学
級
講
座
の
特

色
の
一
つ
と
し
て
、
毎
年
開
催
し

て
い
る
「
国
際
交
流
講
座
」
が
あ

り
ま
す
。
市
の
国
際
交
流
協
会
に

講
師
を
紹
介
し
て
頂
き
、
そ
の
国

の
歴
史
、
地
理
、
気
候
風
土
、
生

活
食
文
化
等
に
つ
い
て
講
義
を
し

て
頂
き
ま
す
。
過
去
の
講
座
で
は
、

ス
リ
ラ
ン
カ
、
ド
イ
ツ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
、
モ
ン
ゴ

ル
、
ペ
ル
ー
、
台
湾
、
中
国
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ

ン
ス
な
ど
多
く
の
国
々
を
学
び
ま

し
た
。

令
和
５
年
度
の
講
座
は
、
講
師

に
ア
メ
リ
カ
空
軍
将
校
で
、
当
時

自
衛
隊
熊
谷
基
地
で
指
導
を
行
っ

て
い
た
ア
オ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
氏
を

迎
え
て
講
義
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

奥
様
の
絵
里
香
さ
ん
も
一
緒
に
参

加
し
て
く
だ
さ
り
、
最
後
に
色
と

り
ど
り
の
ア
メ
リ
カ
の
お
菓
子
を

頂
き
ま
し
た
。
「
ア
メ
リ
カ
で
美

味
し
い
も
の
を
食
べ
る
な
ら
ニ
ュ
ー

オ
ー
リ
ン
ズ
！
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
こ
と
が
記
憶
に
残
り
ま
し

た
。令

和
６
年
度
の
国
際
交
流
講
座

は
フ
ラ
ン
ス
で
す
。
パ
リ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
合
わ
せ
て
依
頼
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
講
師
は
佐
藤

ナ
ビ
ラ
氏
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
革
命

の
歴
史
や
幼
稚
園
か
ら
義
務
教
育

が
始
ま
る
こ
と
、
塾
に
通
う
文
化

が
な
い
こ
と
な
ど
、
日
本
と
の
違

い
に
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
驚
い
た

様
子
で
し
た
。
最
後
に
フ
ラ
ン
ス

語
で
「
オ
ー
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
」
を

披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

公
民
館
学
級
の
一
部
を
紹
介
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
集
い
、

参
加
で
き
る
学
級
運
営
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
さ
わ
や
か
ほ
ほ
え
み
学
級
」

の
紹
介

佐
谷
田
公
民
館

館
長

橋
本

耕
作

佐
谷
田
公
民
館
の
学
級
講
座
で

は
健
康
で
い
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ

た
内
容
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
五
感
を
使
っ
た
学
習
内
容

が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
、
講
座
も

知
的
側
面
、
情
操
面
、
体
力
面
に

配
慮
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
地
域
の
自
然
の
特
色
を
活

か
せ
る
面
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

令
和
七
年
度
に
つ
い
て
は
、
次

の
講
座
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

四
月

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

五
月

か
わ
い
い
鉢
を
作
る
陶
芸

教
室

六
月

ク
ラ
フ
ト
教
室
（
夏
の
バ
ッ

グ
四
回
）

八
月

人
権
教
育
研
修

十
二
月
正
月
し
め
縄
づ
く
り
教
室

正
月
活
け
花
教
室

一
月

芸
術
鑑
賞

二
月

ア
ク
セ
サ
リ
ー
講
座

募
集
は
毎
月
の
公
民
館
だ
よ
り

及
び
口
コ
ミ
で
す
。

四
月
に
実
施
し
た
講
座
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

運
動
面
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教

室
で
は
、
室
内
で
準
備
運
動
と
現

状
の
体
の
く
せ
や
履
物
の
調
整
・

確
認
も
実
演
や
講
話
を
通
し
て
学

習
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
屋
外
に

出
て
25
ｍ
の
距
離
を
歩
速
を
意
識

し
て
の
歩
行
を
体
験
し
ま
し
た
。

（
通
常
・
や
や
早
い
・
最
速
歩
行
）

こ
の
体
験
を
通
し
て
健
康
面
に

留
意
し
た
無
理
の
な
い
長
く
続
け

ら
れ
る
考
え
方
を
伺
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

健
康
の
源
は
食
べ
る
こ
と
、
食

育
面
で
は
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
資
格

を
持
つ
講
師
か
ら
旬
の
野
菜
や
肉

類
の
重
要
性
、
減
塩
な
ど
を
、
薬

剤
師
の
講
師
か
ら
は
薬
へ
の
知
識

や
サ
プ
リ
に
つ
い
て
の
考
え
方
な

ど
も
学
習
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
教
育
課
の
人
権
講

座
を
活
用
し
て
人
権
感
覚
の
醸
成

や
確
認
も
図
る
も
の
に
し
て
い
ま

す
。参

加
ス
タ
イ
ル
は
、
笑
顔
で
進

め
ら
れ
る
よ
う
に
無
理
せ
ず
楽
し

く
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
あ
う
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

今
後
も
地
域
と
の
連
携
と
協
力

を
図
り
が
ら
講
座
の
充
実
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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学
級
講
座
紹
介

編
集
後
記

市
公
連
だ
よ
り
38
号
の
発

行
に
あ
た
り
、
寄
稿
い
た
だ

き
ま
し
た
執
筆
者
の
皆
様
、

編
集
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
も
紙
面
を
通
し

て
各
公
民
館
の
活
動
や
取
組

を
情
報
発
信
で
き
る
よ
う
、

読
み
や
す
い
紙
面
作
り
を
心

が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

《国際交流講座の様子》

《ウォーキング教室の様子》


